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調査研究課題名 中小鉄道事業者が導入しやすい簡易型ＩＣカードシステムに関する調

査 
 担 当 者 主任研究官 川上洋二、研究官 千葉豪 
①当初目標と目標達成度   
本調査は、中小鉄道事業者の中でも大・中都市郊外に路線を持ち、都市鉄道とラッチレス

（改札なし）で接続している、相互乗り入れを行っている、また、無人駅が多く車内改札で

あるといった環境条件を抱え、ＩＣカードの導入を進める場合に、運用上の課題や問題点も

他の事業者に比べて多くかつ複雑であることが予想される事業者において、導入しやすいＩ

Ｃカード機器として、簡易型のＩＣカード機器の有効性を評価するとともに、導入時を想定

した運用の流れを確認し、導入にあたっての課題・改善すべき点を明らかにすることを目的

に実証実験を行い、その評価を行ったものである。 

平成 17年 1月 29日から 31日までの３日間に渡り実証実験を行い、実験参加者へのヒア
リング調査及び運用時間の計測を行い、評価・考察を行った結果、簡易型ＩＣカード機器の

有効性を確認し、導入にあたっての課題・改善点を抽出したことで当初の目標は達成された。

②調査研究内容の妥当性  
実際の交通機関で実証実験を行い、現役で現場で業務を行っている乗務員や駅係員にヒア

リング調査などを実施したことにより、導入にあたっての課題・改善点などについて幅広く

考察することができた。 

③調査研究の仕組みの妥当性  
調査に際しては、各方面の知見を集めて取り組む必要があることから、学識経験者、シス

テム事業者、省内関係者の協力を得て、産学官の有識者から成る「次世代マルチモーダル ITS
研究会」において、十分に議論しながら調査を進めた。 

④成果と活用（予定）  

・ PRI Review 12号（2004年春号）に概要、16号（2005年春号）に結果を掲載した。
・ ＩＴＳ世界会議におけるテクニカルツアーのショーケースの１つとてデモンストレー

ションを実施した。 
・ 省内関係者、行政機関などに対し、資料提供を行った。 

⑤その他  

 
 


